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15 準拠国ドイツの選択と脱却

準
拠
国
ド
イ
ツ
の
選
択
と
脱
却

――
明
治
一
四
年
の
政
変
か
ら
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査
ま
で
――

瀧　

井　

一　

博

序　

明
治
憲
法
は
ド
イ
ツ
的
か

大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
、
明
治
憲
法
）
は
ド
イ
ツ
、
と
り
わ
け
プ
ロ
イ
セ
ン
の
立
憲
君
主
制
を
モ
デ
ル
と
し
て
制
定
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
の
成
立
当
初
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
そ
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
て
い
た
。
後
の
ア
メ
リ
カ

大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（T

h
o

m
as W

o
o

d
ro

w
 W

ilso
n

）
は
、
発
布
間
も
な
く
明
治
憲
法
の
英
訳
を
一
読
し
て
、
次
の
よ
う

に
感
想
を
述
べ
た
。

日
本
の
現
在
の
発
達
段
階
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
は
模
写
す
る
の
に
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
法
で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
日
本
が
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
は
、
ま
れ
に
み
る
賢
明
さ
ま
れ
に
み
る
学
習
能
力
の
証
明
に

他
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本
の
最
良
の
憲
法
で
あ
り
そ
の
成
功
を
約
束
す
る
も
の
で
す
）
1
（

。
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明
治
憲
法
が
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
さ
ら
に
い
え
ば
そ
の
引
き
写
し
で
あ
る
、
と
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
こ
の
憲
法
の
性

格
づ
け
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
定
式
化
さ
れ
た
通
念
と
は
裏
腹
に
、
最
近
の
重
要
な
政
治
史
の
研
究
は
、
そ

の
非
ド
イ
ツ
的
側
面
を
強
調
し
て
い
る
）
2
（

。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
憲
法
施
行
後
の
明
治
国
家
の
運
営
は
議
会
主
義
の
進
展
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
的
な
立
憲
君
主
制
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
史
上
の
通
念
と
政
治
史
上
の
認
識
と
の
乖
離
は
、
憲
法
を
ひ
と
つ
の
体
系
立
っ
た
作
品
と
見
な
す
か
、
あ
る
い
は
成
立

後
の
実
際
の
運
用
や
機
能
（V

e
rfassu

n
g

sw
irk

lich
k

e
it

）
を
重
視
す
る
か
と
い
う
学
問
分
野
に
根
差
す
方
法
的
な
差
異
に
由
来
す
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
他
方
で
、
明
治
憲
法
の
成
立
過
程
を
精
査
し
た
時
、
起
草
者
の
な
か
に
ド
イ
ツ
を
相
対
化
す
る
構
想
が
は
ら
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
伊
藤
博
文
や
井
上
毅
と
い
う
憲
法
制
定
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
ド
イ
ツ
型
立
憲
主
義
に
立

ち
至
り
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
経
緯
を
瞥
見
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
明
治
憲
法
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
再
検
討
を
試

み
る
。

第
一
章　

明
治
一
四
年
の
政
変
と
準
拠
国
ド
イ
ツ
の
選
択

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
準
拠
国
」
と
は
、
比
較
法
政
思
想
史
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
山
室
信
一
氏
の
提
起
さ
れ
た
概
念

で
あ
る
。
同
氏
の
著
作
『
法
制
官
僚
の
時
代
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
）
は
、
模
範
国
／
準
拠
国
と
い
う
枠
組
み
を
通
じ
て
明
治
期
の
国

家
設
計
の
知
的
遍
歴
を
掘
り
起
こ
し
た
名
著
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
明
治
初
期
の
留
学
や
翻
訳
を
通
じ
て
の
白
紙
状
態
か
ら
の
西
洋
文
明
の

体
験
か
ら
出
発
し
、
や
が
て
日
本
が
国
家
の
制
度
設
計
の
う
え
で
準
拠
す
べ
き
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
が
主
と
し
て
自
由
民
権
派

に
よ
っ
て
盛
ん
に
研
究
さ
れ
る
が
、
明
治
一
四
年
の
政
変
を
き
っ
か
け
に
、
当
代
の
法
制
官
僚
井
上
毅
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
英
仏
学
か
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ら
独
逸
学
へ
と
知
の
覇
権
が
転
位
し
、
藩
閥
政
府
の
模
範
国
／
準
拠
国
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
選
択
さ
れ
る
プ
ロ
セ

ス
が
、
重
厚
な
思
想
の
ド
ラ
マ
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
山
室
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
を
準
拠
国
と
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
一
八
八
一
年
に
勃
発
し
た
明
治
一
四
年
の
政
変

で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
事
件
の
主
要
な
事
柄
を
列
記
し
て
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年

　

三
月　
　

末 

大
隈
重
信
、
イ
ギ
リ
ス
流
議
院
内
閣
制
を
主
張
す
る
憲
法
意
見
書
を
左
大
臣
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
に
提
出
。

　

六
月
一
四
日 

岩
倉
具
視
宛
井
上
毅
書
簡
。「
先
日
秘
書
〔
大
隈
意
見
書
〕
内
見
被
賜
候
後
、
潜
心
熟
考
致
候
に
、
欧
州
各
国
殊
に
独

乙
国
の
如
き
は
、
決
て
英
国
の
如
き
十
分
之
権
力
を
議
院
に
与
へ
、
立
法
之
権
而
已
な
ら
ず
、
併
て
行
政
之
実
権
を
も

付
与
す
る
に
至
ら
ず
）
3
（

」。

　
　
　

二
七
日 

伊
藤
、
大
隈
意
見
書
を
筆
写
。

　

七
月　

二
日 

岩
倉
宛
伊
藤
書
簡
。「
実
ニ
意
外
之
急
進
論
に
て
、
と
て
も
魯
鈍
の
博
文
輩
驥
尾
に
随
従
候
事
は
出
来
不
申
）
4
（

」。

　
　
　
　

五
日 

岩
倉
、
憲
法
起
草
に
関
す
る
意
見
書
（
大
綱
領
一
八
項
目
、
綱
領
一
二
項
目
、
そ
の
他
、「
第
一
」
か
ら
「
第
三
」
ま

で
の
「
意
見
」）
を
太
政
大
臣
・
左
大
臣
に
提
出
。
プ
ロ
イ
セ
ン
流
欽
定
憲
法
主
義
を
説
く
。

　
　
　

三
〇
日 

天
皇
、
開
拓
使
官
有
物
払
下
を
聴
許
。

　

八
月　
　
　

 

新
聞
、
雑
誌
、
演
説
会
を
通
じ
て
の
民
権
派
に
よ
る
払
下
糾
弾
の
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
5
（

。
大
隈
が
こ
れ
ら
の
運
動
と

つ
る
ん
で
、
政
府
転
覆
を
企
て
て
い
る
と
の
噂
が
流
布
。

　

九
月
一
一
日 

独
逸
学
協
会
設
立
。

一
〇
月
一
一
日 

大
隈
の
政
府
追
放
、
開
拓
使
官
有
物
払
下
中
止
が
決
定
。
明
治
一
四
年
の
政
変
。
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一
二
日 

国
会
開
設
の
勅
諭
―
明
治
二
三
年
に
国
会
を
開
く
こ
と
を
宣
言
。

事
の
発
端
は
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
三
月
に
参
議
大
隈
重
信
が
イ
ギ
リ
ス
流
議
院
内
閣
制
を
主
張
す
る
憲
法
意
見
書
を
提
出
し
た

こ
と
に
あ
る
。
当
時
参
議
職
に
就
い
て
い
た
者
は
み
な
、
自
ら
の
憲
法
制
定
に
関
す
る
考
え
を
文
書
に
ま
と
め
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
い
た
。
大
隈
も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
提
出
方
法
お
よ
び
内
容
の
二
点
に
お
い
て
物
議
を
か
も
し
た
。

ま
ず
提
出
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
隈
は
意
見
書
の
提
出
に
際
し
て
秘
密
主
義
を
貫
き
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
問
題
の
担
当
大
臣
有
栖
川

宮
熾
仁
親
王
を
通
じ
て
天
皇
に
密
奏
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
特
に
憤
激
し
た
の

が
、
伊
藤
で
あ
っ
た
。
大
隈
と
伊
藤
は
井
上
馨
も
交
え
て
、
こ
の
年
の
一
月
に
熱
海
に
お
い
て
来
る
べ
き
日
本
の
憲
法
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
熟
議
の
機
会
を
も
っ
て
い
た
。
伊
藤
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
で
彼
は
大
隈
と
の
連
帯
を
確
認
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
隈
が
伊
藤
に
内
密
に
天
皇
に
憲
法
意
見
を
上
奏
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
、
伊
藤
は
大
き
な
失
望
を
覚
え
た
の
で
あ
る
）
6
（

。

他
方
で
、
憲
法
史
的
に
み
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
大
隈
意
見
書
の
内
容
で
あ
る
。
六
月
に
入
っ
て
有
栖
川
宮
か
ら
そ
れ
を
内
示
さ
れ
た
右

大
臣
岩
倉
具
視
は
、
そ
の
内
容
に
衝
撃
を
受
け
た
。
大
隈
が
そ
こ
で
主
張
し
て
い
た
の
は
、
明
年
一
八
八
二
年
に
は
国
政
選
挙
を
行
い
、
二

年
後
に
国
会
を
開
設
す
る
と
い
う
急
進
論
で
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
に
範
を
取
り
、
選
挙
で
多
数
を
獲
得
し
た
政
党
が
内
閣
を
組
織
す
る
と
い

う
政
党
政
治
に
立
脚
し
た
議
院
内
閣
制
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

岩
倉
は
こ
の
意
見
書
を
井
上
毅
に
見
せ
、
意
見
を
請
う
た
。
井
上
は
明
治
を
代
表
す
る
法
制
官
僚
で
あ
り
、
明
治
憲
法
の
実
質
的
起
草
者

で
あ
る
。
早
速
調
査
に
当
た
っ
た
井
上
は
、
前
掲
年
表
に
あ
る
よ
う
に
、
六
月
一
四
日
に
書
面
で
回
答
を
寄
せ
、
欧
州
諸
国
の
な
か
で
も

ド
イ
ツ
で
は
、
決
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
議
会
に
立
法
権
の
み
な
ら
ず
行
政
権
ま
で
付
与
す
る
よ
う
な
措
置
は
講
じ
て
い
な
い
と
報
告

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
岩
倉
は
井
上
に
対
し
、
大
隈
に
対
抗
す
る
憲
法
意
見
書
の
作
成
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
成
立
し
た
の
が
、
七
月
五
日
に
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岩
倉
に
よ
っ
て
政
府
に
提
出
さ
れ
た
「
大
綱
領
」、「
綱
領
」
な
ど
か
ら
な
る
一
連
の
憲
法
意
見
書
（
岩
倉
憲
法
意
見
書
）
で
あ
る
。
そ
れ
は

大
隈
の
も
の
と
好
対
照
を
な
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
を
モ
デ
ル
と
す
る
欽
定
憲
法
体
制
の
採
用
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
広

範
な
天
皇
大
権
や
議
会
で
予
算
案
が
議
決
さ
れ
な
か
っ
た
際
の
前
年
度
予
算
執
行
制
度
な
ど
後
の
明
治
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
事
項
が
先
取
り

さ
れ
て
い
る
。

井
上
は
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
人
の
お
雇
い
法
律
顧
問
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ェ
ス
ラ
ー
（H

e
rm

an
n

 R
o

e
sle

r

）
の
協
力
を
得
て
、
独
逸
学
協
会

の
設
立
に
尽
力
し
た
（
九
月
）。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
法
学
や
政
治
学
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
半
官
立
の
組
織
で
、
政
府
の
主

だ
っ
た
人
物
が
軒
並
み
加
入
し
て
い
た
。
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
（Jo

h
an

n
 C

asp
ar B

lu
n

tsch
li

）、
グ
ナ
イ
ス
ト
（R

u
d

o
lf G

n
e

ist

）、
シ
ュ
タ
イ

ン
（L

o
re

n
z vo

n
 S

te
in

）
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の
著
名
な
政
治
学
者
の
著
作
が
、
こ
こ
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
協
会
を
母
体

と
し
て
、
一
八
八
三
年
に
は
独
逸
学
協
会
学
校
が
創
設
さ
れ
、
官
僚
の
教
育
機
関
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
）
7
（

。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
施
策

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
井
上
毅
の
次
の
言
葉
に
明
ら
か
で
あ
る
。

今
天
下
人
心
ヲ
シ
テ
、
稍
ヤ
保
守
ノ
気
風
ヲ
存
セ
シ
メ
ン
ト
セ
ハ
、
専
ラ
孛
国
ノ
学
ヲ
勧
奨
ス
、
数
年
ノ
後
、
勝
ヲ
文
壇
ニ
制

ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
、
以
テ
英
学
ノ
直
往
無
前
ノ
勢
ヲ
暗
消
セ
シ
ム
ベ
シ
）
8
（

。

以
上
の
よ
う
な
政
府
内
部
の
ド
イ
ツ
化
は
、
明
治
一
四
年
政
変
の
第
一
幕
と
い
え
る
。
そ
の
第
二
幕
を
な
す
の
が
、
開
拓
使
官
有
物
払
下

事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
拓
使
（
北
海
道
開
拓
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
政
府
機
関
）
が
政
府
の
資
金
で
建
立
し
た
諸
々
の
官
有
物
を
破
格

の
値
段
で
民
間
の
一
会
社
に
払
い
下
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
民
間
会
社
が
、
政
府
の
一
有
力
者
（
黒
田
清
隆
）
と
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
政
府
の
措
置
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
大
が
か
り
な
反
政
府
運
動
が
惹
起
さ
れ
た
。

政
府
と
し
て
は
、
秘
密
裏
に
事
が
運
ば
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
払
下
の
処
分
が
社
会
に
漏
洩
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
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と
さ
れ
、
そ
の
「
犯
人
」
探
し
に
鵜
の
目
鷹
の
目
と
な
っ
た
。
最
も
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
の
が
、
大
隈
で
あ
る
。
政
権
交
代
を
念
頭
に
置
い

た
イ
ギ
リ
ス
流
政
党
政
治
の
採
用
を
促
し
て
い
た
大
隈
が
重
要
な
容
疑
者
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
不
思
議
で
な
い
。
大
隈
の

説
く
政
党
政
治
論
は
、
そ
も
そ
も
政
府
批
判
を
展
開
す
る
自
由
民
権
派
が
主
張
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
は
岩
倉
よ
り
大
隈
意
見
書

を
示
さ
れ
た
直
後
、「
大
隈
之
建
言
ハ
恐
ラ
ク
其
出
処
同
氏
一
己
之
考
案
ニ
ハ
有
之
間
布
様
狐
疑
仕
候
）
9
（

」
と
推
察
し
て
い
る
が
、
実
際
大
隈

は
小
野
梓
、
矢
野
文
雄
、
犬
養
毅
と
い
っ
た
民
権
派
の
青
年
知
識
人
た
ち
を
自
分
の
部
下
と
し
て
政
府
に
リ
ク
ル
ー
ト
し
、
政
策
研
究
集
団

を
形
成
し
て
い
た
）
10
（

。
そ
の
よ
う
な
人
脈
を
通
じ
て
、
大
隈
が
在
野
の
自
由
民
権
運
動
と
つ
る
ん
で
、
政
府
転
覆
を
企
て
て
い
る
と
の
噂
が
ま

こ
と
し
や
か
に
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
隈
意
見
書
が
導
火
線
と
な
り
、
開
拓
使
事
件
に
よ
っ
て
そ
れ
に
火
が
点
じ
ら
れ
、
明
治
一
四
年
の
政
変
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
一
〇
月

一
一
日
、
政
府
は
高
ま
る
政
府
弾
劾
の
声
に
屈
し
て
開
拓
使
官
有
物
払
下
の
中
止
を
決
定
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
大
隈
重
信
の
閣
僚

罷
免
と
政
府
か
ら
の
追
放
も
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
が
明
治
一
四
年
の
政
変
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
そ
の
翌
日
に
出
さ
れ

た
国
会
開
設
の
勅
諭
で
あ
る
。
政
変
の
副
産
物
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
を
期
し
て
国
会
を
開
く
こ
と
が
、
天
皇
の
名
に
よ
っ
て
公
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
四
年
の
政
変
は
、
憲
法
制
定
と
国
会
開
設
に
明
確
な
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
政
府
が
自
ら
設
定
し
た
こ
と
、
そ
し

て
来
る
べ
き
憲
法
の
内
容
は
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
に
倣
う
と
い
う
方
針
が
採
ら
れ
た
こ
と
に
お
い
て
、
憲
法
史
上
画
期
的
な
事
件
で

あ
っ
た
）
11
（

。
だ
が
果
た
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
本
当
に
明
治
憲
法
の
モ
デ
ル
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
唯
一
の
モ
デ
ル
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
設
定
の
有
効
性
を
説
明
す
る
た
め
に
、
政
変
の
翌
年
に
敢
行
さ
れ
た
伊
藤
博
文
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
憲
法
調
査
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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第
二
章　

伊
藤
の
滞
欧
憲
法
調
査

一
八
八
二
年
三
月
一
四
日
、
伊
藤
博
文
は
勅
命
を
帯
び
て
渡
欧
す
る
た
め
、
日
本
を
発
っ
た
。
こ
の
時
の
伊
藤
の
出
張
の
名
目
は
、「
憲

法
取
調
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
年
に
出
さ
れ
た
国
会
開
設
の
勅
諭
を
受
け
て
、
伊
藤
は
日
本
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
憲
法
を
模
索
す
る
た

め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
調
査
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
、
明
治
憲
法
の
生
み
の
親
と
し
て
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
伊
藤
が
自
ら
渡
欧
し
、
一
年
以
上
も
調
査
を
行
っ
た

と
い
う
英
雄
譚
に
、
何
ら
不
思
議
を
感
じ
な
い
。
し
か
し
、
同
時
代
の
声
を
拾
え
ば
、
こ
の
時
の
伊
藤
の
派
遣
は
、
官
民
を
問
わ
ず
疑
念
や

戸
惑
い
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
政
府
の
第
一
人
者
た
る
伊
藤
が
、
こ
の
多
事
多
端
の
折
に
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
日
本
を
留
守

に
し
、
憲
法
の
条
文
の
調
査
ご
と
き
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
行
く
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
い
う
の
が
、
大
方
の
反
応
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
担
当
の
官
僚
を
派
遣
し
た
り
、
現
地
に
い
る
外
交
官
に
任
せ
れ
ば
よ
い
は
ず
だ
と
い
う
意
見
が
、
政
府
の
な
か
か
ら
も
新
聞
紙
上
で

も
挙
が
っ
て
い
た
）
12
（

。

確
か
に
、
伊
藤
の
渡
欧
の
目
的
は
、
単
に
憲
法
の
条
文
の
調
査
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
出
発
に
先
立
ち
、
彼
が

天
皇
か
ら
「
欧
州
立
憲
ノ
各
国
ニ
至
リ
…
…
其
組
織
及
ヒ
実
際
ノ
情
形
ニ
至
ル
マ
テ
観
察
」
せ
よ
と
の
勅
命
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
端
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
）
13
（

。
憲
法
と
い
う
国
家
の
骨
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
肉
付
け
ま
で
調
査
し
て
く
る
こ
と
が
究
極
の
目
的
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の
調
査
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
伊
藤
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
足
取
り
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
み

た
い
。
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一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年

　

三
月
一
四
日 

伊
藤
、
憲
法
取
調
の
た
め
欧
州
へ
向
け
て
出
航
。

　

五
月　

五
日 

ナ
ポ
リ
着
。

　

五
月
一
六
日 

ベ
ル
リ
ン
着
。

　
　
　

一
九
日 
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ナ
イ
ス
ト
と
面
会
。

　
　
　

二
五
日 
モ
ッ
セ
の
講
義
始
ま
る
（
〜
七
月
二
九
日
）。

　

七
月　

一
日 

井
上
毅
宛
書
簡
。「
文
字
言
語
の
不
通
」
を
嘆
息
）
14
（

。

　
　
　
　

五
日 

井
上
馨
宛
書
簡
：
議
会
に
お
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
苦
境
、
八
月
初
旬
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ュ
タ
イ
ン
を
訪
ね
る
意
思
を
伝
え
る
）
15
（

。

　

八
月　

八
日 

ウ
ィ
ー
ン
着
。
即
日
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
う
。

　
　
　

二
八
日 

ベ
ル
リ
ン
に
て
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
よ
り
陪
食
を
給
わ
る
。
皇
帝
、「
国
会
開
設
を
祝
す
る
能
わ
ず
」
と

述
べ
、「
国
会
を
開
く
に
至
る
と
も
、
国
費
を
徴
収
す
る
に
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
と
の
規
定
を
設
け
ざ
る
を
可
と

す
」
と
語
る
）
16
（

。

　
　
　

三
〇
日 

パ
リ
へ
行
き
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
や
森
有
礼
と
会
う
。
親
王
、
そ
の
後
ウ
ィ
ー
ン
へ
行
き
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
面
会

（「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
で
）
17
（

」
の
嚆
矢
）。

　

九
月
一
八
日 

ウ
ィ
ー
ン
に
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
始
ま
る
。

一
一
月　

一
日 

シ
ュ
タ
イ
ン
招
聘
の
交
渉
。

一
一
月　

五
日 

ウ
ィ
ー
ン
を
去
る
。

一
一
月
一
四
日 

ベ
ル
リ
ン
に
て
モ
ッ
セ
の
講
義
再
開
。
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一
一
月
一
五
日 

シ
ュ
タ
イ
ン
、
招
聘
を
結
局
辞
退
。
ウ
ィ
ー
ン
に
て
日
本
人
を
指
導
す
る
代
案
提
示
。「
余
は
自
ら
日
本
書
生
の
欧
州

の
学
科
を
修
む
る
も
の
ゝ
為
に
、
一
個
の
中
点
と
な
り
て
他
日
貴
国
に
大
学
を
作
與
す
る
の
元
資
を
生
ず
る
の
媒
介
者

た
ら
ん
と
す
。
夫
れ
智
識
の
発
達
を
謀
る
は
、
大
学
を
興
す
に
若
く
は
な
し
。
若
し
貴
国
に
し
て
大
学
校
の
教
育
を
振

作
せ
ば
、
則
ち
其
洪
益
は
自
ら
東
洋
諸
国
に
波
及
す
る
に
至
ら
ん
事
必
せ
り
）
18
（

」。

一
二
月
二
七
日 
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ド
イ
ツ
南
部
遊
歴
。
途
中
パ
リ
で
後
藤
象
二
郎
と
会
う
。
後
藤
、
伊
藤
の
勧
め
で
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
い

に
ウ
ィ
ー
ン
へ
行
く
。

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年

　

一
月　

五
日 

ベ
ル
リ
ン
帰
着
。

　

一
月
三
〇
日 

ビ
ス
マ
ル
ク
と
面
談
。
条
約
改
正
、
ド
イ
ツ
人
行
政
学
者
招
聘
に
つ
き
話
し
合
う
。
モ
ッ
セ
講
義
継
続
。

　

二
月
一
九
日 

ベ
ル
リ
ン
を
後
に
し
、
ベ
ル
ギ
ー
へ
。
ベ
ル
ギ
ー
で
板
垣
退
助
と
会
う
。

　

三
月　

三
日 

ロ
ン
ド
ン
着
。

　

四
月
二
七
日 

井
上
馨
宛
書
簡
「
英
国
滞
在
殆
ン
ト
二
箇
月
間
毎
日
取
調
ニ
従
事
徹
頭
徹
尾
要
領
ヲ
尽
シ
候
心
得
ニ
御
座
候
。
乍
去
憲

法
政
治
之
事
ハ
学
得
ル
ニ
随
テ
其
難
事
タ
ル
ヲ
感
覚
仕
候
）
19
（

」。

　

五
月　

九
日 

ロ
シ
ア
皇
帝
即
位
式
に
特
派
全
権
大
使
と
し
て
派
遣
。
モ
ス
ク
ワ
着
。

　

六
月
二
六
日 

ナ
ポ
リ
よ
り
帰
途
に
つ
く
。

　

八
月　

三
日 

横
浜
港
帰
着
。
六
日
、
参
内
し
て
憲
法
調
査
の
経
過
を
奏
上
。

右
の
年
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
伊
藤
は
ま
ず
ド
イ
ツ
を
目
指
し
た
。
前
年
の
政
変
の
結
果
政
府
の
ド
イ
ツ
化
路
線
が
定
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
受
け
て
、
彼
は
と
り
も
な
お
さ
ず
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
、
そ
こ
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
公
法
学
教
授
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
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ン
・
グ
ナ
イ
ス
ト
（R

u
d

o
lf vo

n
 G

n
e

ist

）
に
教
示
を
乞
う
た
。

し
か
し
、
頼
み
の
グ
ナ
イ
ス
ト
は
当
初
調
査
に
対
し
て
必
ず
し
も
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
伊
藤
が
日
本
に
発

し
た
書
簡
は
、
憂
鬱
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
難
解
さ
を
嘆
き
、
調
査
の
進
行
に
大
き
な
不
安
の
念
を
表
明
し
て
滞
在
期
間
の

延
長
を
願
い
出
て
い
る
）
20
（

。
何
よ
り
も
伊
藤
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
口
吻
の
な
か
に
日
本
に
対
す
る
軽
視
の
念
を
嗅
ぎ
取
っ
て
い
た
。
伊
藤
は
グ

ナ
イ
ス
ト
と
の
初
対
面
の
印
象
を
「
頗
る
専
制
論
」
と
伝
え
て
い
る
。
伊
藤
に
よ
れ
ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
は
「
た
と
え
国
会
を
設
立
し
た
と
し

て
も
、
軍
事
や
会
計
に
つ
い
て
は
く
ち
ば
し
を
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
極
め
て
弱
い
権
限
の
も
の
を
作
る
の
が
よ
い
」
と
述
べ
た
ら
し
い
。

続
け
て
彼
は
、
一
面
談
し
た
だ
け
で
は
そ
の
真
意
は
判
然
と
し
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
数
回
面
会
し
、
我
が
国
情
を
も
十
分
に
説
明
し
て
改

め
て
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
つ
も
り
だ
と
記
し
て
い
る
）
21
（

。

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
調
査
団
に
対
す
る
グ
ナ
イ
ス
ト
の
第
一
印
象
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
団
員
の
証
言
に
よ
れ

ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
は
最
初
の
会
見
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
遠
方
か
ら
独
逸
を
目
標
に
お
出
で
く
だ
さ
つ
た
の
は
感
謝
の
至
り
だ
が
、
憲
法
は
法
文
で
は
な
い
。
精
神
で
あ
る
、
国

家
の
能
力
で
あ
る
。
余
は
独
逸
人
で
あ
り
、
且
欧
州
人
で
あ
る
。
欧
州
各
国
の
事
は
一
通
り
知
っ
て
い
る
。
独
逸
の
事
は
最
も

能
く
知
っ
て
い
る
。
が
遺
憾
な
が
ら
日
本
国
の
事
は
知
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
研
究
し
た
ら
解
る
だ
ら
う
が
、
先
ず
余
か
ら
日

本
の
事
を
お
尋
ね
致
さ
う
、
日
本
国
の
今
日
迄
の
君
民
の
実
体
且
は
風
俗
人
情
、
其
他
過
去
の
歴
史
を
明
瞭
に
説
明
し
て
貰
い

た
い
。
そ
れ
に
就
て
考
へ
て
、
御
参
考
に
な
る
事
は
申
述
べ
て
も
宜
い
。
そ
れ
を
申
上
げ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
確
実
に
貴
君

の
御
参
考
に
な
る
か
如
何
か
、
憲
法
編
纂
の
根
拠
に
な
る
か
如
何
か
は
余
に
於
て
自
信
は
な
い
）
22
（

。

憲
法
は
民
族
精
神
の
発
露
で
あ
り
、
民
族
の
歴
史
に
立
脚
し
て
い
る
。
日
本
の
歴
史
に
無
知
な
自
分
が
、
お
役
に
立
て
る
か
甚
だ
自
信
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が
な
い
。
そ
の
よ
う
に
調
査
団
を
前
に
グ
ナ
イ
ス
ト
は
語
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
ド
イ
ツ
で
支
配
的
だ
っ
た
歴
史
法
学
（d

ie
 g

e
sch

ich
tlich

e
 

R
e

ch
tsw

isse
n

sch
aft

）
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
）
23
（

。
グ
ナ
イ
ス
ト
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
（F

rie
d

rich
 C

arl vo
n

 

S
avig

n
y

）
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
ド
イ
ツ
法
学
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
歴
史
法
学
派
（H

isto
risch

e
 R

e
ch

tssch
u

le

）
に
属
し
て
い
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
け
る
講
義
を
継
承
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
）
24
（

。
そ
の
よ
う
な
学
問
的
背
景
を

も
っ
た
者
と
し
て
、
グ
ナ
イ
ス
ト
は
ド
イ
ツ
の
法
学
界
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
形
作
っ
て
い
る
歴
史
法
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
ず
は
調
査
団
に
説

い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
続
け
て
次
の
よ
う
に
も
語
っ
た
と
い
う
。

茲
に
一
つ
の
お
話
が
あ
る
、
四
五
年
前
に
露
土
戦
争
が
終
つ
て
会
議
が
開
催
せ
ら
れ
、
諸
国
が
、
独
立
若
く
は
自
由
政
治
を
行

ふ
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
な
つ
た
と
き
に
、
が
憲
法
を
制
定
し
た
い
と
云
つ
て
、
独
逸
に
依
頼
し
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
其
時

独
逸
の
学
者
達
は
、
誰
も
進
ん
で
勃
牙
利
の
憲
法
に
補
助
を
与
へ
る
自
信
が
な
か
つ
た
。
何
故
か
と
云
へ
ば
、
勃
牙
利
は
貴
国

よ
り
近
い
所
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
の
一
斑
は
承
知
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
諸
種
の
民
族
が
混
合
し
て
今
日
の
勃
牙
利
を
形
成
し

て
居
る
の
で
、
そ
れ
に
就
て
詳
し
く
誰
も
取
調
を
し
て
居
な
い
。
そ
れ
が
為
め
に
皆
が
躊
躇
し
た
の
で
あ
る
。
所
で
余
の
友
人

の
或
る
法
学
者
が
進
ん
で
行
か
う
と
云
ひ
、
期
限
六
箇
月
で
以
て
作
つ
て
見
せ
る
と
云
つ
た
の
で
、
皆
が
笑
つ
た
が
、
果
し
て

六
箇
月
に
し
て
勃
牙
利
の
憲
法
を
作
成
し
た
。
彼
は
還
つ
て
か
ら
、
ま
た
皆
に
向
つ
て
銅
器
に
鍍
金
を
し
た
の
だ
か
ら
、
大
し

た
手
間
は
か
ゝ
ら
な
い
と
云
つ
た
の
で
皆
も
哄
笑
し
た
）
25
（

。

こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
は
、
日
本
が
憲
法
を
作
る
な
ど
ま
だ
百
年
早
い
、「
銅
器
に
鍍
金
」
を
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と

見
な
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
冷
笑
ま
じ
り
の
言
葉
を
聞
い
て
、
一
行
は
唖
然
と
し
、
そ
し
て
憤
慨
し
た
。
伊
藤
の
調
査
は
早
く
も
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前
途
の
多
難
さ
を
予
測
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

伊
藤
の
様
子
が
変
化
す
る
の
は
、
八
月
に
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
国
家
学
教
授
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ュ
タ
イ
ン
（L

o
re

n
z vo

n
 S

te
in

）
と
面
会
し
た
伊
藤
は
、
国
家
の
行
動
原
理
と
し
て
の
行
政
の
意
義
を
説
く
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
学

（S
taatsw

isse
n

sch
aft

）
か
ら
大
き
な
啓
示
を
得
た
。
そ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
グ
ナ
イ
ス
ト
や
彼
の
弟
子
ア
ル
バ
ー
ト
・
モ
ッ
セ
（A

lb
e

rt 

M
o

sse

）
か
ら
受
け
て
い
た
憲
法
の
逐
条
的
な
講
義
か
ら
は
期
待
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
伊
藤
は
、
日
本
に
宛
て
て
、「
良
師
」
に
会
う

こ
と
が
で
き
、「
心
私
か
に
死
処
を
得
る
の
心
地
」
だ
と
書
き
送
っ
て
い
る
）
26
（

。

ウ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
で
の
調
査
を
分
か
つ
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
グ
ナ
イ

ス
ト
（
お
よ
び
モ
ッ
セ
）
の
講
義
内
容
の
違
い
が
あ
る
。
伊
藤
が
求
め
て
い
た
の
は
、
憲
法
に
書
か
れ
る
べ
き
具
体
的
条
文
の
理
解
で
は
な

く
、
立
憲
国
家
の
全
体
像
と
憲
法
施
行
後
の
国
家
運
営
の
指
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
意
識
に
と
っ
て
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
学

の
ほ
う
が
親
和
的
だ
っ
た
）
27
（

。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
伊
藤
が
し
ば
し
ば
聞
か
さ
れ
た
議
会
制
度
に
対
す
る
敵
対
的
な
発
言
で
あ
る
。
伊
藤
は
グ
ナ
イ
ス
ト
と
初

め
て
面
談
し
た
後
、
日
本
へ
向
け
て
の
手
紙
で
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
説
は
「
頗
る
専
制
論
」
だ
と
書
い
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

同
じ
よ
う
な
見
解
は
、
ド
イ
ツ
皇
帝
に
よ
っ
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
伊
藤
は
一
八
八
二
年
八
月
二
八
日
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
か
ら
陪

食
を
給
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、「
日
本
天
子
の
為
め
に
、
国
会
の
開
か
る
ゝ
を
賀
せ
ず
」
と
「
意
外
の
言
」
を
聞
い
て
い
る
。
伊
藤

に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
さ
ら
に
語
を
継
い
で
、「
た
と
え
や
む
な
く
国
会
開
設
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
国
費
を
徴
収
す
る
に
国
会
の
許
諾
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
下
策
に
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
」
と
諭
し
た
と
い
う
）
28
（

。

ド
イ
ツ
側
の
こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
日
本
の
文
明
度
に
対
す
る
疑
念
と
い
う
よ
り
も
、
議
会
政
治
に
対
す
る
自
国
の
苦
い
経
験
に
起
因
す

る
と
推
測
さ
れ
る
。
議
会
に
よ
る
軍
事
費
の
承
認
の
効
果
を
め
ぐ
っ
て
、
一
八
六
二
年
に
有
名
な
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
紛
争
（V

e
rfassu

n
g

s-

k
o

n
fl

ik
t

）
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
四
年
間
の
憲
法
停
止
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
が
訪
独
し
て
い
た
と
き
も
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
煙
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草
専
売
化
法
案
の
審
議
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
議
会
内
で
そ
れ
は
「
甚
だ
不
評
判
」
で
「
中
々
折
合
つ
か
ず
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
ビ
ス

マ
ル
ク
は
「
つ
む
じ
を
曲
げ
て
、
自
宅
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
」
と
伊
藤
は
報
じ
て
い
る
）
29
（

。

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
政
治
の
現
実
が
、
ド
イ
ツ
皇
帝
や
グ
ナ
イ
ス
ト
の
伊
藤
に
対
す
る
助
言
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
側
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
で
す
ら
こ
れ
ほ
ど
に
難
渋
し
て
い
る
議
会
制
度
が
、
日
本
人
に
使
い
こ

な
せ
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
当
然
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
助
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
藤
の
な
か
に
議
会
制
導
入
へ
の
た
め
ら
い
が
兆
し
た
気
配
は
認
め
ら
れ
な
い
。
伊
藤

自
ら
が
、
煙
草
専
売
化
問
題
で
の
ビ
ス
マ
ル
ク
の
苦
境
を
正
確
に
観
察
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
議
会
と
共
同
で
政
治
を
運

営
し
て
い
く
と
の
構
想
に
お
い
て
、
伊
藤
は
一
貫
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
伊
藤
の
関
心
は
、
議
会
制
度
の
移

植
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
免
疫
不
全
を
起
こ
さ
ず
に
施
術
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
こ

の
点
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
は
伊
藤
の
意
向
に
適
合
し
て
い
た
。「
憲
政
（V

e
rfassu

n
g

＝
議
会
制
）
は
そ
の
最
も
本
来
的
な
概
念
に
よ
れ

ば
、
行
政
の
行
為
無
く
し
て
は
無
内
容
で
あ
り
、
行
政
は
そ
の
概
念
上
、
憲
政
無
く
し
て
は
無
力
で
あ
る
）
30
（

」
と
説
く
彼
の
国
家
学
は
、
議

会
政
治
と
行
政
の
調
和
を
図
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、V

e
rfassu

n
g

（
議
会
制
度
）
は
国
民
の
政

治
参
加
の
原
理
と
シ
ス
テ
ム
と
し
て
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
は
利
害
関
心
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
安
定
性
を
欠
い
た
政
治
し
か
行
え
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
議
会
制
度
を
補
完
し
て
国
家
の
公
共
的
利
益
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
てV

e
r
w

altu
n

g

（
行
政
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
に
説
く
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
理
論
に
、
伊
藤
は
感
服
し
た
。
帰
国
後
、
伊
藤
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
存
在
を
吹
聴
し
、
以
後
ウ
ィ
ー
ン

の
シ
ュ
タ
イ
ン
の
と
こ
ろ
へ
日
本
の
政
治
家
や
官
僚
、
学
者
、
留
学
生
な
ど
が
引
っ
切
り
無
し
に
押
し
寄
せ
て
そ
の
教
え
を
請
う
と
い
う

「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
で
」
な
る
現
象
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
）
31
（

。

伊
藤
は
前
述
の
よ
う
に
一
八
八
二
年
八
月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
っ
た
後
、
同
月
末
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
九
月
に
ウ
ィ
ー
ン
を

再
訪
し
、
一
一
月
五
日
ま
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、「
憲
法
丈
け
の
事
は
最
早
充
分
」
と
喝
破
し
、「
一
片
の
憲
法
の
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み
取
調
て
も
何
の
用
に
も
立
た
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
た
と
え
ど
ん
な
に
立
派
な
憲
法
や
議
会
を
作
っ
て
も
、
施
政
が
う
ま
く
い
か
な

け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
…
…
施
政
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
政
府
と
行
政
の
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
る
）
32
（

。

そ
の
後
伊
藤
は
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
で
モ
ッ
セ
の
講
義
を
受
け
、
翌
年
の
二
月
一
九
日
ま
で
同
地
に
滞
在
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
を
離
れ
て
か
ら

は
、
三
月
三
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
約
二
ヶ
月
そ
こ
で
さ
ら
な
る
調
査
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
、
訪
英
し
た
伊
藤
を
タ
イ

ム
ズ
紙
は
、「
日
本
の
ビ
ス
マ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
」（
一
八
八
三
年
三
月
三
日
）
と
報
じ
て
い
る
。
伊
藤
は
生
前
か
ら
し
ば
し
ば
「
ビ
ス

マ
ル
ク
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
が
）
33
（

、
タ
イ
ム
ズ
の
こ
の
記
事
は
そ
の
最
も
早
い
例
か
も
し
れ
な
い
。

従
来
、
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
伊
藤
は
ロ
ン
ド
ン
で
も
精
力
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
）
34
（

。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
へ
の
手
紙
で
、

「
英
国
滞
在
殆
ん
ど
二
ヶ
月
に
な
る
が
、
毎
日
取
調
に
従
事
し
、
徹
頭
徹
尾
調
べ
尽
く
す
心
得
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
憲
法
政
治
の
こ
と
は

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
難
事
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
）
35
（

。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
調
査
の

実
態
は
、
資
料
が
存
在
せ
ず
、
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
の
憲
法
調
査
の
意
義
は
、
こ
れ
ま
で
は
報
告
者
も
含
め
て
専
ら
ド
イ
ツ

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
グ
ナ
イ
ス
ト
や
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
ば
か
り
に
則
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
調
査
の
成

果
に
つ
い
て
試
論
を
後
述
し
た
い
。

五
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
を
後
に
し
た
伊
藤
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
即
位
式
に
日
本
の
全
権
大
使
と
し
て
出
席
し
、
そ

の
後
六
月
二
六
日
に
ナ
ポ
リ
よ
り
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
そ
し
て
八
月
三
日
、
日
本
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。
約
一
年
半
に
及
ぶ
出
張
で

あ
っ
た
。
出
発
前
に
そ
の
派
遣
に
大
き
な
異
議
が
政
府
の
内
外
か
ら
起
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
伊
藤
は
憲
法
制
定
に
大
き
な
自
信

を
も
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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第
三
章　

明
治
憲
法
の
目
指
し
た
も
の
（
1
）
――
憲
法
か
ら
国
制
へ
――

一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
に
発
布
さ
れ
た
明
治
憲
法
は
、
明
ら
か
に
一
八
六
八
年
を
起
点
と
す
る
明
治
維
新
と
い
う
国
家
的
大
変
革
の
帰

結
で
あ
り
、
重
要
な
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
は
近
代
国
家
と
し
て
の
形
式
を
整
え
、
欧
米
中
心
の
国
際
秩
序
に
本

格
的
に
参
入
す
る
意
思
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

憲
法
発
布
時
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
人
医
師
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
の
日
記
の
一
節
が
有
名
で
あ
る
。
ベ
ル
ツ
は
発

布
式
直
前
の
二
月
九
日
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

東
京
全
市
は
、
十
一
日
の
憲
法
発
布
を
ひ
か
え
て
そ
の
準
備
の
た
め
、
言
語
に
絶
し
た
騒
ぎ
を
演
じ
て
い
る
。
到
る
と
こ
ろ
、

奉
祝
門
、
照
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
明
、
行
列
の
計
画
。
だ
が
、
こ
っ
け
い
な
こ
と
に
は
、
誰
も
憲
法
の
内
容
を
ご
存
じ
な
い
の
だ
）
36
（

。

「
誰
も
憲
法
の
内
容
を
ご
存
じ
な
い
」。
そ
う
述
べ
て
ベ
ル
ツ
は
一
驚
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
認
め
ら
れ
た
の
か
な

ど
お
か
ま
い
な
し
に
、
た
だ
憲
法
が
欽
定
さ
れ
て
天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
い
う
だ
け
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
国
民
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の
憲
法

と
議
会
の
行
く
末
を
案
じ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
非
西
洋
圏
で
初
め
て
憲
法
を
制
定
し
て
議
会
を
開
設
し
た
も
の
の
、
一
年
も
経
た
ず
に
憲

法
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
一
八
七
六
年
の
ト
ル
コ
の
ケ
ー
ス
が
、
ベ
ル
ツ
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
な
く
と
も
、
こ
の

国
民
が
や
が
て
こ
の
憲
法
の
も
と
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
議
会
に
基
盤
を
も
つ
政
党
内
閣
を
形
作
り
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
二
大
政
党
制
を
実

現
さ
せ
る
と
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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祝
祭
ム
ー
ド
の
盛
り
上
が
り
の
な
か
、
二
月
一
一
日
、
日
本
に
と
っ
て
初
め
て
の
憲
法
典
の
公
布
の
日
を
迎
え
た
。
こ
こ
は
別
の
お
雇
い

ド
イ
ツ
人
に
よ
る
描
写
を
紹
介
し
た
い
。
憲
法
の
発
布
式
典
は
、
新
装
な
っ
た
皇
居
で
駐
日
の
外
交
官
な
ど
多
く
の
外
国
人
も
招
い
て
執
り

行
わ
れ
た
。
そ
の
模
様
を
当
時
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
宮
中
に
勤
め
て
い
た
オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
（O

ttm
ar vo

n
 M

o
h

l

―

三
月
前
期 V

o
rm

ärz

の
有
名
な
国
法
学
者 S

taatsre
ch

tle
r 

ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル R

o
b

e
rt vo

n
 M

o
h

l 

の
子
息
）
は
次
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。

〔
天
皇
は
〕
洋
式
の
軍
服
を
召
さ
れ
、
宮
中
の
人
々
と
と
も
に
い
か
め
し
い
行
列
を
つ
く
り
、
今
回
の
目
的
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
き
ら
び
や
か
な
玉
座
の
間
に
入
ら
れ
た
。
広
間
に
は
す
で
に
玉
座
の
右
側
に
皇
后
と
内
親
王
、
そ
し
て
左
側
に
親
王
と
外

国
外
交
団
の
面
々
が
整
列
し
て
い
た
。

天
皇
は
玉
座
か
ら
高
い
は
っ
き
り
し
た
お
声
で
、
日
本
国
民
に
憲
法
を
与
え
る
宣
言
を
朗
読
さ
れ
た
。
広
間
は
荘
重
な
様
子

を
示
し
た
。
天
皇
と
向
か
い
あ
っ
て
日
本
の
高
位
高
官
と
有
名
人
、
そ
れ
に
来
る
べ
き
衆
議
院
、
貴
族
院
両
院
の
議
員
た
ち
が

幾
列
も
並
ん
で
い
た
〔
華
族
や
府
県
会
議
長
た
ち
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
―
瀧
井
〕。
天
皇
の
右
側
に
は
皇
后
が
内
親

王
の
方
々
や
お
供
の
女
官
ら
と
と
も
に
い
く
ぶ
ん
高
い
壇
上
に
お
立
ち
に
な
っ
て
い
た
。
皇
后
は
洋
式
の
ダ
イ
ヤ
を
ち
り
ば
め

た
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
風
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
て
お
ら
れ
た
。
皇
后
と
傍
の
内
親
王
の
方
々
は
い
ず
れ
も
日
本
の
勲
章
を
お
つ
け

に
な
っ
て
い
た
。
皇
室
の
ご
婦
人
た
ち
の
一
団
、
そ
れ
に
優
雅
な
女
性
た
ち
の
群
れ
は
非
常
に
好
ま
し
い
印
象
を
与
え
た
。
宮

中
に
つ
と
め
る
男
性
は
天
皇
ご
夫
妻
の
後
方
、
広
間
の
壁
際
に
整
列
し
た
。
外
交
団
の
面
々
は
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ
が
、

す
っ
か
り
顔
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
彼
ら
の
色
と
り
ど
り
の
軍
服
や
衣
裳
は
祝
典
を
い
や
が
上
に
も
活
気
づ
け
た
）
37
（

。

憲
法
の
発
布
は
、
国
家
的
な
祭
典
だ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
が
、
憲
法
を
有
し
た
文
明
国
に
な
っ
た
こ
と
を
国
の
内
外
に
宣
揚
す
る
式
典
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だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
外
国
の
外
交
団
の
面
前
で
そ
れ
は
挙
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
国
民
は
世
界
の

一
等
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
陶
酔
を
味
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
国
家
的
威
信
を
か
け
て
制
定
さ
れ
た
明
治
憲
法
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
な
の
か
。
従
来
、
こ
の
憲
法

は
、
見
せ
か
け
の
立
憲
主
義
（S

ch
e

in
k

o
n

stitu
tio

n
alism

u
s

）
の
産
物
で
あ
り
、
強
大
な
君
主
大
権
（P

räro
g

ativ

）
を
定
め
て
議
会
の
権

限
を
弱
体
化
さ
せ
た
、
反
動
的
藩
閥
政
府
の
産
物
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
）
38
（

。
だ
が
、
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
近
時
の
幾
多
の
重
要
な

研
究
業
績
に
よ
れ
ば
、
こ
の
憲
法
の
も
と
で
君
主
権
力
が
抑
制
さ
れ
、
議
会
政
治
が
定
着
し
て
い
っ
た
歴
史
に
注
意
が
促
さ
れ
て
い
る
）
39
（

。

果
た
し
て
そ
れ
は
、
憲
法
の
起
草
者
た
ち
に
と
っ
て
、
予
想
外
の
事
態
の
進
展
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
試
論
を

述
べ
た
い
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、V

e
rfassu

n
g

を
単
に
法
典
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
国
家
の
構
造
と
い
う
側
面
（
国
制
）、
政
治
の
あ

り
方
と
い
う
側
面
（
憲
政
＝
議
会
政
治
）
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
法
典
と
し
て
のV

e
rfassu

n
g

を
考
え
て
み
た
い
。
条
文
だ
け
か
ら
見
た
場
合
、
そ
れ
は
第
一
条
で
天
皇
の
位
は
万
世
一
系
で
神
聖

か
つ
不
可
侵
な
存
在
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
権
的
な
天
皇
絶
対
主
義
の
憲
法
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
こ

と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
神
権
的
な
側
面
は
と
も
か
く
と
し
て
（
憲
法
の
起
草
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
人
法
律
顧
問
ヘ
ル
マ

ン
・
ロ
ェ
ス
ラ
ー
（H

e
rm

an
n

 R
o

e
sle

r

）
は
、「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
と
の
第
一
条
の
文
言
に
批
判
的
だ
っ

た
）
40
（

）、
一
連
の
君
主
大
権
を
は
じ
め
憲
法
の
諸
規
定
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治

一
四
年
の
政
変
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
大
隈
が
提
唱
す
る
イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル
の
憲
法
案
は
排
斥
さ
れ
、
岩
倉
と
井
上
毅
が
推
し
進
め
る
ド
イ

ツ
・
モ
デ
ル
が
選
択
さ
れ
る
。
憲
法
起
草
方
針
は
こ
こ
に
確
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
明
治
憲
法
の
事
実
上
の
成
立
と
い
っ
て
も
よ
い
。

だ
が
、
こ
の
翌
年
の
伊
藤
博
文
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
憲
法
調
査
に
よ
っ
て
、
明
治
のV

e
rfassu

n
g

 

に
新
た
な
側
面
が
付
与
さ
れ
る
。

日
本
語
の
「
憲
法
」
は
、co

n
stitu

tio
n

やV
e

rfassu
n

g

の
訳
語
と
し
て
、
こ
の
伊
藤
の
派
遣
の
際
に
公
定
さ
れ
た
。
日
本
語
の
憲
法
と
は
、

専
らV

e
rfassu

n
g

sre
ch

t

、
と
い
う
よ
り
もV

e
rfassu

n
g

su
rk

u
n

d
e

 

を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
含
意
し
て
い
る
の
は
、
せ
い
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ぜ
い
憲
法
学
上
で
言
う
狭
義
のV

e
rfassu

n
g

、
形
式
的
意
味
のV

e
rfassu

n
g

 

に
し
か
過
ぎ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
実
際
の
伊
藤
の
憲
法
調
査
と
は
、「
憲
法
」
を
越
え
て
、
国
家
の
全
体
的
構
造
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン

の
講
義
を
聴
い
て
、
伊
藤
が
憲
法
な
ど
一
片
の
紙
切
れ
に
過
ぎ
な
い
、
重
要
な
の
は
行
政
だ
と
看
破
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
。
こ
の
教
示
そ
の
ま
ま
に
、
帰
国
後
の
伊
藤
は
行
政
組
織
の
改
革
に
乗
り
出
す
。
ま
ず
彼
が
着
手
し
た
の
は
宮
中
改
革
だ
っ
た
。
そ
の
際

の
指
導
理
念
は
、
宮
中
府
中
の
別
の
確
立
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
明
治
天
皇
は
三
〇
代
に
な
っ
て
青
年
君
主
と
し
て
の
威
風
を
身
に
つ
け
て

い
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
天
皇
親
政
運
動
と
い
う
も
の
が
起
こ
る
。
天
皇
に
直
接
執
政
を
委
ね
よ
う
と
い
う
運
動
で
あ
る
。
伊
藤
は
そ

れ
に
反
対
す
る
。
君
主
と
い
う
一
個
人
の
意
思
に
よ
っ
て
政
治
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
た
伊
藤
は
、
ま
ず
宮
中
と
府

中
と
を
切
り
離
す
と
い
う
改
革
を
行
い
、
天
皇
親
政
運
動
を
封
じ
込
め
る
の
で
あ
る
）
41
（

。

次
に
、
一
八
八
五
年
一
二
月
、
内
閣
制
度
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
構
の
改
革
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
初
代
の
内
閣
総
理
大

臣
に
伊
藤
が
就
任
し
た
。
そ
れ
ま
で
大
臣
に
な
る
に
は
貴
族
の
家
柄
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
そ
れ
に
関
係
な
く
、
国
民
で
あ
れ
ば
誰

も
が
大
臣
の
職
に
就
く
こ
と
が
形
式
上
可
能
に
な
っ
た
）
42
（

。

さ
ら
に
伊
藤
は
、
大
学
制
度
の
改
革
に
着
手
す
る
。
す
な
わ
ち
一
八
八
六
年
に
帝
国
大
学
と
い
う
新
た
な
高
等
教
育
体
制
を
構
築
し

た
。
今
日
の
東
京
大
学
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
帝
国
大
学
を
国
家
の
行
政
を
担
う
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
リ
ク
ル
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て

位
置
づ
け
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
――
今
日
の
東
京
大
学
法
学
部
――
の
な
か
に
、
国
家
学
会
（th

e
 so

cie
ty

 fo
r 

S
taatsw

isse
n

sch
aft

）
と
い
う
組
織
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
国
家
学
会
も
、
こ
の
と
き
伊
藤
の
支
援
で
、
わ
が
国
初
の
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
意
味
合
い
を
持
っ
て
創
設
さ
れ
た
）
43
（

。

一
八
八
八
年
に
は
枢
密
院
が
創
設
さ
れ
る
。
こ
れ
は
当
初
、
憲
法
典
や
皇
室
典
範
の
草
案
を
審
議
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
伊
藤
は
そ
れ
を
さ
ら
に
天
皇
の
政
治
的
行
為
の
た
め
の
諮
問
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
彼
は
宮
中
を
政
治
か

ら
区
別
し
、
そ
こ
に
天
皇
を
押
し
込
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
明
治
憲
法
の
規
定
上
、
天
皇
は
形
式
の
う
え
で
は
統
治
権
の
総
攬
者
で
あ
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り
、
主
権
者
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
主
権
者
と
し
て
の
天
皇
が
、
政
治
的
な
意
思
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
枢
密
院
の
場
に
出
て
、
そ
こ
で

の
審
議
を
通
じ
て
な
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
枢
密
院
は
、
天
皇
の
政
治
活
動
を
制
度
化
し
秩
序
づ
け
よ
う
と
す
る
伊
藤
の
構
想
の
一
環

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
一
連
の
国
家
の
構
造
改
革
に
画
竜
点
睛
を
施
し
た
も
の
が
、
一
八
八
九
年
の
明
治
憲
法
の
発
布
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、

立
憲
国
家
の
い
ち
お
う
の
体
裁
が
整
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
明
治
憲
法
は
そ
の
よ
う
な
全
体
的
な
統
治
構
造
改
革
の
一
齣
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
問
わ
れ
る
べ
きV

e
rfassu

n
g

は
、
憲
法
で
は
な
く
、
国
制
な
の
で
あ
る
。

第
四
章　

明
治
憲
法
の
目
指
し
た
も
の
（
2
）
――
国
制
か
ら
憲
政
へ
――

前
章
で
は
明
治
憲
法
史
を
十
全
に
把
握
す
る
た
め
に
、
憲
法
か
ら
国
制
へ
と
視
座
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
明
治
憲
法

の
父
を
自
他
と
も
に
認
め
る
伊
藤
博
文
が
、
こ
の
時
真
に
設
計
し
て
い
た
の
は
、「
一
片
の
憲
法
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
抜

本
的
改
革
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
を
包
含
す
る
国
制
の
立
ち
上
げ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
藤
の
問
題
関
心
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
伊
藤
は
同
時
に
、
立
憲
国
家
と
い
う
形
式
に
ど
の
よ
う
な
政

治
の
内
実
を
盛
り
込
む
か
と
い
う
点
に
も
関
心
を
向
け
て
い
た
。
彼
が
求
め
た
政
治
の
内
実
と
は
、
標
語
風
に
言
え
ば
、
国
民
政
治
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
憲
法
発
布
の
約
二
週
間
後
に
伊
藤
が
皇
族
や
華
族
を
集
め
て
行
っ
た
演
説
が
あ
る

（「
各
親
王
殿
下
及
ビ
貴
族
ニ
対
シ
テ
（
一
八
八
九
年
二
月
二
七
日
）」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
』
書

類
の
部 

一
〇
四
）。
こ
こ
で
伊
藤
は
、
国
家
の
上
層
階
級
の
人
々
を
前
に
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
は
国
民
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。
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い
く
つ
か
の
印
象
的
な
文
言
を
抜
粋
し
な
が
ら
、
伊
藤
の
論
旨
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
伊
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

他
國
ト
競
争
シ
テ
以
テ
獨
立
ノ
地
位
ヲ
保
チ
國
威
ヲ
損
セ
ヌ
様
ニ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ニ
ハ
、
人
民
ノ
學
力
ヲ
進
メ
人

民
ノ
智
識
ヲ
進
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
。
其
結
果
ハ
一
國
ノ
力
ノ
上
ニ
於
テ
大
イ
ナ
ル
國
力
ノ
発
達
ヲ
顕
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ

自
然
ノ
結
果
デ
有
リ
マ
セ
ウ
。

国
際
政
治
の
う
え
で
他
国
と
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
国
民
の
教
育
を
促
進
し
て
そ
の
知
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

う
。
そ
れ
こ
そ
が
国
力
の
発
展
の
礎
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
学
問
・
教
育
の
進
ん
だ
国
民
を
政
治
の
前
提
と
し
た
場
合
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
政
治
の
仕
組
み
、
あ
り
方
も
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
に
伊
藤
は
述
べ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
開
化
し
た
国
民
と
い

う
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

人
民
ノ
学
力
智
識
ヲ
進
歩
サ
シ
テ
文
化
ニ
誘
導
サ
シ
テ
参
リ
マ
ス
ト
人
民
モ
己
レ
ノ
國
家
何
物
デ
ア
ル
、
己
レ
ノ
政
治
何
物
デ

ア
ル
、
他
國
の
政
治
何
物
デ
ア
ル
、
他
國
ノ
國
力
何
物
デ
ア
ル
、
他
國
ノ
兵
力
何
物
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
學
問
ヲ
ス
ル
結
果

ニ
就
テ
知
ツ
テ
来
ル
ノ
デ
、
其
レ
ガ
知
ツ
テ
来
ル
様
ニ
ナ
レ
バ
知
ツ
テ
来
ル
ニ
就
テ
支
配
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
。
若
シ

其
ノ
支
配
ノ
仕
方
ガ
善
ク
無
イ
ト
云
フ
ト
、
其
ノ
人
民
ハ
是
非
善
悪
ノ
見
分
ケ
ヲ
付
ケ
ル
コ
ト
ノ
出
来
ル
人
民
デ
有
ル
カ
ラ
、

黙
ツ
テ
居
レ
ト
言
ツ
テ
一
國
ハ
治
マ
ル
モ
ノ
デ
無
イ
。

す
な
わ
ち
、
教
育
の
進
ん
だ
国
の
人
民
と
い
う
も
の
は
、
自
国
の
政
治
に
つ
い
て
批
判
能
力
を
も
っ
た
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
支
配
の
客
体
に
対
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
「
黙
っ
て
い
ろ
」
と
一
喝
し
た
と
こ
ろ
で
彼
ら
は
従
順
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
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で
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
を
敷
く
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
は
曖
昧
模
糊
で
な
い
政
治
体
制
だ
と
い
う
。

普
通
ノ
道
理
ニ
従
ツ
テ
開
ケ
タ
人
民
ヲ
支
配
ス
ル
方
法
ハ
何
デ
ア
ル
ト
言
フ
ト
、
曖
昧
模
糊
ノ
間
ニ
物
ヲ
置
ク
コ
ト
ガ
出
来
マ

セ
ヌ
。
君
主
ハ
則
チ
君
主
ノ
位
置
ニ
在
ツ
テ
君
主
ノ
権
ヲ
有
ツ
テ
一
國
ヲ
統
治
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
臣
民
ハ
臣
民
ノ
盡
ス
ベ

キ
義
務
ガ
明
カ
ニ
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
是
レ
ガ
憲
法
政
治
上
ニ
於
テ
必
要
ナ
ル
コ
ト
デ
有
リ
マ
ス
。

君
主
、
政
府
、
議
会
と
い
っ
た
政
治
上
の
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
と
そ
れ
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
権
力
の

行
使
に
従
っ
て
政
治
を
行
う
と
い
う
公
明
正
大
な
施
政
を
し
な
け
れ
ば
、
文
明
的
な
国
民
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
伊
藤

は
皇
族
・
華
族
の
方
に
訓
戒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
伊
藤
は
形
式
的
なV

e
rfassu

n
g

（
憲
法
）
理
解
を
越
え
出
て
、
国
家
の
実
質
的
構
造
の
問
題
と
し
て
そ
れ
を

捉
え
直
し
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
は
さ
ら
に
は
そ
の
構
造
の
な
か
に
注
入
す
る
政
治
理
念
と
し
て
、
国
民
政
治
を
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
国
民
政
治
の
理
念
か
ら
導
出
さ
れ
た
の
が
、
一
九
〇
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
立
憲
政
友
会
と
い
う
政
党
で
あ
る
。
そ
れ

は
政
権
担
当
能
力
あ
る
責
任
政
党
の
誕
生
で
あ
り
、
戦
前
の
二
大
政
党
制
の
一
翼
を
担
う
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
伊
藤
に
よ
る
政

友
会
の
創
設
は
、
政
党
か
ら
の
超
然
主
義
を
掲
げ
て
い
た
彼
の
政
治
理
念
の
変
節
と
通
常
見
な
さ
れ
て
い
る
）
44
（

。
し
か
し
、
先
ほ
ど
の
皇
族
華

族
向
け
の
演
説
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
国
民
の
政
治
参
加
を
進
め
て
議
会
中
心
の
政
治
体
制
を
確
立
す
る
と
い
う
発
想
は
、
憲
法
成

立
当
初
か
ら
彼
の
国
家
構
想
の
な
か
に
抱
懐
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
）
45
（

。

そ
の
傍
証
と
し
て
、
憲
法
調
査
時
の
伊
藤
の
言
動
か
ら
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
彼
が
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
や
グ
ナ
イ
ス
ト
に
よ
る

反
議
会
制
的
言
辞
に
反
発
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
彼
の
な
か
で
議
会
制
度
は
来
る
べ
き
憲
法
体
制
の
な
か
で
重
要
な
比
重
を
占

め
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
前
述
の
こ
の
時
ロ
ン
ド
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
た
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
）
46
（

。
そ
こ
で
伊
藤
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
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二
ヶ
月
間
も
毎
日
精
力
的
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
と
日
本
へ
向
け
て
発
し
て
い
る
。
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
彼
は
何
を
調
べ
て
い
た
の
か
。

そ
れ
は
、「
憲
法
政
治
」
だ
と
い
う
。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
説
くV

e
rfassu

n
g

で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
学
体
系
に
お
い
て
、
国
民
の
政
治

参
加
の
原
理
と
し
て
のV

e
rfassu

n
g

は
、
行
政
＝V

e
r
w

altu
n

g

に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

伊
藤
は
、
師
説
を
乗
り
越
え
る
手
が
か
り
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。V

e
r
w

altu
n

g

を
通
じ
て
国
家
の
全
体
的
構
造
と
い
う

V
e

rfassu
n

g

の
第
二
の
意
味
合
い
に
開
眼
し
た
伊
藤
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
議
会
政
治
を
実
見
し
て
、
国
民
参
加
の
政
治
と
い
うV

e
rfassu

n
g

の
第
三
の
含
意
に
つ
い
て
も
体
得
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
第
三
のV

e
rfassu

n
g

 

と
は
、
憲
法
発
布
直
後
に
皇

族
華
族
に
対
し
て
闡
明
さ
れ
、
十
年
後
の
立
憲
政
友
会
の
成
立
を
導
く
国
民
政
治
の
理
念
に
他
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に
――
三
つ
のV

e
rfassu

n
g

：
憲
法
、
国
制
、
国
民
政
治
――

明
治
一
四
年
の
政
変
と
翌
年
の
伊
藤
に
よ
る
滞
欧
憲
法
調
査
は
、
明
治
憲
法
史
を
画
す
る
重
大
な
出
来
事
で
あ
る
。
前
者
に
よ
っ
て
ド
イ

ツ
型
立
憲
主
義
を
採
用
し
、
ド
イ
ツ
を
準
拠
国
と
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
さ
れ
、
そ
し
て
後
者
に
よ
っ
て
そ
の
路
線
が
政
界
の
第
一
人

者
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
、co

n
stitu

tio
n

 

やV
e

rfassu
n

g

の
訳
語
と
し
て
「
憲
法
」
が
公
定
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
）
47
（

。
佐
藤
幸
治
氏
は
、

co
n

stitu
tio

n
/

V
e

rfassu
n

g
 

が
「
憲
法
」
と
訳
さ
れ
た
結
果
、
原
語
に
孕
ま
れ
て
い
る
「
微
妙
な
味
わ
い
」
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ

て
い
る
が
）
48
（

、
だ
と
す
れ
ば
一
四
年
政
変
と
憲
法
調
査
はco

n
stitu

tio
n

/
V

e
rfassu

n
g

 

を
「
憲
法
」
に
矮
小
化
さ
せ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
二
つ
の
出
来
事
を
経
た
後
、「
立
憲
カ
リ
ス
マ
」（
坂
本
一
登
）
と
し
て
以
後
の
制
憲
作
業
に
君
臨
し
た
伊
藤
の
な
か
で

は
、V

e
rfassu

n
g

は
複
合
的
な
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
一
四
年
政
変
の
結
果
、
来
る
べ
き
明
治
憲
法
の
大
枠
は
定
ま
っ
た
。
そ
れ
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は
書
か
れ
る
べ
き
「
憲
法
」
の
発
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
伊
藤
は
そ
れ
を
尻
目
に
い
ち
早
く
欧
州
へ
と
渡
り
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し

た
諸
国
で
憲
法
調
査
に
乗
り
出
す
が
、
彼
が
発
見
し
た
の
は
、V

e
rfassu

n
g

 

と
は
国
家
の
全
体
的
な
構
造
で
あ
り
、
憲
法
は
い
わ
ば
そ
の

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
海
面
下
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
国
制
」
に
彼
は
開
眼
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
伊
藤
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
憲
法
を
備
え
た
国
制
を
動
か
す
憲
政
の
精
神
に
も
注
目
す
る
に
至
る
。
そ
れ
は
国
民
を

中
心
と
し
た
政
治
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
発
布
後
の
伊
藤
の
皇
族
華
族
宛
演
説
に
明
言
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
こ
そ
憲
法
の
父
伊

藤
が
、
政
治
家
と
し
て
の
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
た
も
の
だ
っ
た
。
憲
法
施
行
後
の
こ
の
面
に
お
け
る
伊
藤
の
政
治
的
実
践
に
つ
い
て
は
、

本
稿
の
続
編
に
お
い
て
詳
論
し
た
い
。
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こ
の
手
紙
の
訳
文
は
、
太
田
雅
夫
編
著
・
監
訳
『
家
永
豊
吉
と
明
治
憲
政
史
論
』
新
泉
社
、

一
九
九
六
年
、
二
四
五
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
発
布
時
の
こ
の
憲
法
に
対
す
る
欧
米
識
者
の
反
応
に
つ
い
て
、
金
子
堅
太
郎
（
大

淵
和
憲
校
注
）『
欧
米
議
院
制
度
取
調
巡
回
記
』
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
。
瀧
井
一
博
『
文
明
史
の
な
か
の
明
治
憲
法
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
、

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
286
、
一
八
九
頁
以
下
。

（
2
） 

鳥
海
靖
『
日
本
近
代
史
講
義
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
。
伊
藤
之
雄
『
立
憲
国
家
の
確
立
と
伊
藤
博
文
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九

年
な
ど
。

（
3
） 

井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝　

史
料
篇
第
四
』
国
学
院
大
学
図
書
館
、
一
九
七
一
年
、
三
三
八
頁
。
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（
4
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
（
中
）』
原
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
二
〇
七
頁
。

（
5
） 
稲
田
雅
洋
『
自
由
民
権
の
文
化
史
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
九
頁
以
下
。

（
6
） 
坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
四
一
頁
以
下
。

（
7
） 

山
室
信
一
『
法
制
官
僚
の
時
代
』
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
、
二
九
三
頁
以
下
。
堅
田
剛
『
独
逸
学
協
会
と
明
治
法
制
』
木
鐸
社
、
一
九
九
九
年
。

（
8
） 

井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝　

史
料
篇
第
一
』
国
学
院
大
学
図
書
館
、
一
九
六
六
年
、
二
五
一
頁
。

（
9
） 

七
月
一
日
付
三
条
実
美
宛
伊
藤
博
文
書
簡
、『
三
条
家
文
書
』（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
一
八
八
―
12
。

（
10
） 

瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
八
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
11
） 

も
う
ひ
と
つ
の
意
義
と
し
て
、
新
聞
、
演
説
会
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
政
論
の
国
民
的
浸
透
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
稲
田
前
掲
書
を
参
照
。

（
12
） 

瀧
井
前
掲
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』、
一
七
二
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
伊
藤
の
精
神
状
態
に
つ
き
、
同
書
の
一
七
一
頁
以
下
を
参

照
。

（
13
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
二
五
三
頁
。

（
14
） 

平
塚
篤
編
『
続
伊
藤
博
文
秘
録
』
原
書
房
、
一
九
八
二
年
、
四
〇
頁
。

（
15
） 

井
上
馨
関
係
文
書
講
読
会
「「
井
上
馨
関
係
文
書
」
所
収
伊
藤
博
文
書
翰
翻
刻
――
明
治
一
五
年
三
月
か
ら
明
治
二
六
年
四
月
ま
で
――
」『
参
考

書
誌
研
究
』
五
六
号
、
国
立
国
会
図
書
館
専
門
資
料
部
、
二
〇
〇
二
年
、
三
―
四
頁
。

（
16
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
三
一
四
頁
以
下
。

（
17
） 

伊
藤
の
シ
ュ
タ
イ
ン
訪
問
後
、
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
タ
イ
ン
の
も
と
へ
と
日
本
人
の
「
参
詣
」
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
特
異
な
現
象
の
詳
細
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
瀧
井
前
掲
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』、
第
四
章
、
お
よ
びK

azu
h

iro
 T

ak
ii

（H
rsg

.

）, 
L

oren
z von

 S
tein

s A
rbeiten

 fü
r Ja

p
a

n
, F

ran
k

fu
rt am

 M
ain

 u
.a., 1

9
9
8

を
参
照
。

（
18
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
三
二
九
頁
以
下
。

（
19
） 

井
上
馨
関
係
文
書
講
読
会
「「
井
上
馨
関
係
文
書
」
所
収
伊
藤
博
文
書
翰
翻
刻
――
明
治
一
五
年
三
月
か
ら
明
治
二
六
年
四
月
ま
で
――
」、五
頁
。

（
20
） 

前
注
15
。

（
21
） 

一
八
八
二
年
五
月
二
四
日
付
松
方
正
義
宛
伊
藤
書
簡
、
春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
二
七
一
頁
。
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（
22
） 

吉
田
正
春
談
、
尾
佐
竹
猛
『
日
本
憲
政
史
』
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
、
三
三
八
頁
。

（
23
） 
歴
史
法
学
に
つ
い
て
は
、
河
上
倫
逸
『
法
の
文
化
社
会
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
九
年
、
耳
野
健
二
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
法
思
考
』
未
來

社
、
一
九
九
八
年
を
参
照
。

（
24
） 

グ
ナ
イ
ス
ト
の
評
伝
と
し
て
、E

rich
 J. H

ah
n

, R
u

d
olf von

 G
n

eist, 1
8

1
6

–
1

8
9

5
: ein

 p
olitisch

er Ju
rist in

 d
er B

ism
a

rck
zeit, F

ran
k

fu
rt 

am
 M

ain
, 1

9
9
5

が
あ
る
。

（
25
） 

尾
佐
竹
前
掲
書
、
三
三
八
―
三
三
九
頁
。

（
26
） 

一
八
八
二
年
八
月
一
一
日
付
岩
倉
具
視
宛
伊
藤
書
簡
、
春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
二
九
七
頁
。

（
27
） 

シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
の
構
造
を
成
立
過
程
か
ら
説
き
お
こ
し
た
も
の
と
し
て
、
瀧
井
前
掲
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』
を
参
照
。

（
28
） 

一
八
八
二
年
九
月
六
日
付
松
方
正
義
宛
伊
藤
書
簡
、
春
畝
公
追
頌
会
編
前
掲
書
、
三
一
四
頁
以
下
。

（
29
） 

前
注
15
。

（
30
） L

o
re

n
z vo

n
 S

te
in

, H
a

n
d
bu

ch
 d

er V
erw

a
ltu

n
gsleh

re, T
e
il 1

, S
tu

ttg
art, 1

8
8
7
, S

.2
8
.

（
31
） 

前
注
17
。

（
32
） 

平
塚
篤
編
前
掲
書
、
四
六
―
四
七
頁
。

（
33
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
（
下
）』
原
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
九
一
九
頁
掲
載
の
著
名
な
お
雇
い
ド
イ
ツ
人
医
師
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル

ツ
の
証
言
を
さ
し
あ
た
り
参
照
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
か
ら
の
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
近
代
的
歴
史
学
の
継
受
に
功
績
の
あ
っ
た
帝
国
大
学
教
授

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
も
、
伊
藤
を
「
日
本
の
ビ
ス
マ
ル
ク
」
と
称
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。L

u
d

w
ig

 R
ie

ß
, F

ü
rst Ito

, E
rich

 

M
arck

s u
. K

arl A
le

x
an

d
e
r vo

n
 M

ü
lle

r

（H
rsg

.

）, M
eister d

er P
olitik

, B
d

.3
, S

tu
ttg

art, 1
9
2
4
, S

.4
0
7
.

（
34
） 

鳥
海
靖
「
伊
藤
博
文
の
立
憲
政
治
調
査
」
鳥
海
靖
ほ
か
編
『
日
本
立
憲
政
治
の
形
成
と
変
質
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
所
収
。
伊
藤
之
雄

『
伊
藤
博
文
』
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
二
―
一
九
三
頁
。

（
35
） 

前
注
19
。

（
36
） 

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
（
菅
沼
竜
太
郎
訳
）『
ベ
ル
ツ
の
日
記
（
上
）』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
三
四
頁
、
岩
波
文
庫
。

（
37
） 

O
・
v
・
モ
ー
ル
（
金
森
誠
也
訳
）『
ド
イ
ツ
貴
族
の
明
治
宮
廷
記
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
、
一
九
一
―
一
九
二
頁
。

（
38
） 

例
え
ば
、
家
永
三
郎
『
日
本
近
代
憲
法
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
七
八
―
七
九
頁
。



40

（
39
） 

注
2
の
諸
研
究
の
ほ
か
、
奈
良
岡
聰
智
「
戦
前
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
存
在
し
た
か
――
明
治
憲
法
下
の
「
憲
政
」」『
ラ
チ
オ
』
四
号
、
講
談
社
、

二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

（
40
） 
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
（
下
）』
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
、
二
四
八
頁
。
他
方
で
、
第
一
条
に
象
徴
さ
れ
る
神
権
政
治
的
側
面
は
、
実
は

対
外
的
な
配
慮
の
所
産
で
は
な
い
か
と
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
じ
め
憲
法
成
立
当
時
に
助
言
を
与
え
た
海
外
の
識
者
は
、
こ

ぞ
っ
て
歴
史
主
義
的
憲
法
観
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
憲
法
に
は
何
ら
か
の
国
民
的
歴
史
性
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
せ
っ
か
く
憲
法
を
制
定
し
て
も
、
欧
米
人
か
ら
は
た
だ
の
借
り
物
と
し
か
見
な
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の

で
あ
る
（
参
照
、
金
子
堅
太
郎
『
前
掲
書
』）。「
万
世
一
系
」
の
規
定
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
主
義
的
眼
差
し
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
だ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
ま
さ
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
）
の
産
物
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
41
） 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
坂
本
前
掲
書
を
参
照
。

（
42
） 

ち
な
み
に
伊
藤
は
、
こ
の
こ
ろ
伯
爵
で
あ
っ
た
が
、
生
ま
れ
は
零
落
し
た
農
民
の
家
柄
で
あ
り
、
最
下
級
の
武
士
の
家
に
養
子
に
入
っ
て
育
て

ら
れ
た
。
伊
藤
の
幼
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
之
雄
前
掲
書
の
第
一
章
を
参
照
。

（
43
） 

瀧
井
前
掲
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』
第
六
章
。

（
44
） 

三
谷
太
一
郎
『
増
補　

日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
三
頁
以
下
。

（
45
） 

拙
稿
「
伊
藤
博
文
の
憲
法
行
脚
」『
ラ
チ
オ
』
四
号
、
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
。
同
「
文
明
・
立
憲
制
・
国
民
政
治
――
伊
藤
博
文
の
政
治
思
想

――
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
六
号
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
二
〇
〇
九
年
。

（
46
） 

前
注
19
。

（
47
） 

小
嶋
和
司
『
憲
法
概
説
』
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
三
頁
。

（
48
） 

佐
藤
幸
治
『
憲
法
と
そ
の〝
物
語
〞性
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
八
頁
。

＊
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
ほ
か
は
原
文
通
り
と
し
た
が
、
一
部
現
代
語
に
直
し
て
引

用
し
た
。
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